
地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

人いきいき生活環境再生計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

酒田市 

 

３ 地域再生計画の区域 

酒田市の区域の一部（最上川以南区域） 

 

４ 地域再生計画の目標 

酒田市は山形県の北西部、庄内地方の北部に位置しており、北は秀峰鳥海山を

望み、東は出羽丘陵を背にし、南は庄内平野の中央に達し、西は日本海に面し、

山形県を縦貫する母なる川・最上川が砂丘帯を貫き日本海に注いでいる。 
平成１７年１１月１日に酒田市、八幡町、松山町、平田町の４市町が合併し、

人口１１４，５５８人（平成２０年１１月末現在）、面積６０２．７４㎢の県内

第３の都市となった。日本有数の穀倉地帯である庄内平野、海岸沿いに広がる砂

丘地とクロマツ林、鳥海山から出羽丘陵につらなる森林、豊かな海産物をもたら

す日本海など多くの恵みを享受しながら発展してきた。 
しかし、豊富な環境資源に恵まれているものの、河川及び排水路などの公共用

水域は、未処理のまま放流される家庭雑排水等により水質の低下、親水空間の減

少が起こり、時代の経過とともに河川等の魅力が失われつつある。こうした生活

環境の改善を目的に、公共下水道事業、農業集落排水事業及び浄化槽設置事業を

推進してきたことにより、平成２０年３月末現在での本市における汚水処理人口

普及率は７９．５％となっている。これは市街地の公共下水道の普及率が大きく

かかわるものであり、一方の農村地域での普及率は農業集落排水事業で７４．

１％、浄化槽設置事業で５７．３％という低い状況にある。この遅れを回復する

べく汚水処理施設整備交付金を活用して農村地域の水質改善を目指す。 
また、近年は出生数の減少と高齢者人口の増加、生産年齢人口の減少といった

人口構成の変化により、特に第一次産業は、従事者の高齢化と減少が深刻となっ

ている。生活雑排水による農村地域の水質汚染は、生活環境の悪化だけでなく、

基幹産業である農業の魅力を衰退させる原因にもなり、農村地域から多くの若者

が流出し、高齢化と人口の減少がいっそう進むことが懸念される。 
酒田市では、平成１９年に酒田市総合計画（平成２０年度から平成２９年度の

１０年間）を策定しており、まち快適プロジェクトとして、市全体の下水道普及

率を平成２９年度までに１００％とする目標数値を掲げている。 



  農村地域の生活環境づくりを進めるために、汚水処理施設整備交付金を活用し

て農業集落排水事業と浄化槽設置事業を効率的に行い、集落の農地環境や居住空

間の改善を図るとともに、良質米やイチゴ、メロン、園芸作物などの生産地とし

てのイメージアップと農産物のブランド化を推進し、農村地域の再生を目指す。 
 
目 標  酒田市の区域の一部（最上川以南区域）の汚水処理施設の整備の促進 

（汚水処理人口普及率を６５．４％から９６．０％に向上）            

 

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

農業集落排水事業により整備予定の浜中地区は、酒田市の南部に位置し、

イチゴ・メロン・ブドウ・大根・各種の花卉栽培など、四季折々にさまざま

な作物を出荷する山形県を代表する砂丘畑作地帯である。庄内空港や山形自

動車道の庄内空港インターチェンジを持つなど、まさに酒田市の玄関口とい

える地域となっている。しかし、当該地区は、農業集落排水施設が未整備な

ため、生活雑排水が集落内水路に流入して水質汚濁が進行し、悪臭の発生な

ど生活環境に多大な影響を及ぼしている。 

また、浄化槽設置についても、効率的な整備を図るため、平成１７年度よ

り市町村設置型の浄化槽市町村整備推進事業を進めているが、依然として普

及率が低く、今後とも鋭意整備を推進していく必要がある。 

よって、農業集落排水施設と浄化槽設置の２事業を汚水処理施設整備交付

金を活用して経済的かつ効率的に行うことにより、農村地域の生活環境を改

善していく。 

また、農村生活環境基盤の整備を軸に、水田農業や砂丘畑、中山間農業な

ど、酒田の特色を生かし、消費者に喜ばれ、信頼される確かな農産物の生産

体制の強化を図り、農業における雇用創出を推進していく。 

 

５－２ 法第五章の特別の措置を適用して行う事業 

(１) 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

   対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

   ・農業集落排水（浜中地区）・・・平成 20 年 11 月 11 日に事業計画承認

の通知を県より受けている。 

 

【事業主体】  

・酒田市 
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【施設の種類】 

・農業集落排水施設、浄化槽（市設置型） 

 

【事業区域】 

・農業集落排水施設  浜中地区 

・浄化槽（市設置型） 酒田市の区域の一部（最上川以南）の 

集合処理区を除く区域 

 

【事業期間】 

・農業集落排水施設   平成２１年度～２５年度 

  ・浄化槽（市設置型）  平成２１年度～２５年度 

 

【事業費】 

        ・農業集落排水施設  事業費     １，４９２，７８０千円 

                         (うち、交付金    ７４６，３９０千円) 

                 単独事業費      ４４，０００千円 

  ・浄化槽（市設置型） 事業費      ５７，５００千円 

                 (うち、交付金  １９，１６５千円) 

 

   合   計      事業費   １，５５０，２８０千円 

             (うち、交付金    ７６５，５５５千円) 

                   単独事業費    ４４，０００千円 

 

【整備量】 

・農業集落排水施設  φ１５０～２００㎜ Ｌ＝１１，５００ｍ 

      単独事業 φ１５０㎜     Ｌ＝  ５２０ｍ 

               処理場       １箇所 

  ・浄化槽          ５０基 

     

各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 

・農業集落排水施設  浜中地区で１，４６０人 

・浄化槽（市設置型）  酒田市の区域の一部（最上川以南）の集合処理区

を除く区域で１９５人 
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５－３ その他の事業 

・認定農業者制度・集落営農組織等の活動強化と法人化の促進 

  認定農業者と集落営農組織の活動強化のため、技術や経営管理能力の向

上を図る。農地の面的な利用集積と機械の共同利用等による法人化に向け

た取組を推進する。 

 

・ニューファーマー育成支援事業 

  新規就農者及び新しい作物の分野に取り組もうとする意欲に満ちた農業

後継者に対し、先進的な経営を行っている指導農家が技術研修を行うこと

によって、担い手の育成及び確保を図る。 

 

・グリーンツーリズムの促進 

  酒田市グリーンツーリズム推進協議会と連携し、地域の歴史や自然に親

しむとともに、特産である果物（イチゴ・メロン等）や野菜（大根・ほう

れん草等）の収穫と、海水浴や海釣り等の観光を結びつけた宿泊体験型事

業を実施する。 

    

   ・公園都市構想によるボランティア活動の推進 

まち全体を一つのすばらしい公園にたとえ、市全体で「うるおいに満ち

た公園都市づくり」を展開している。市民と行政が一体となり、草刈や側

溝清掃、海岸（海水浴場）への漂着ゴミ拾い等の美化運動を行い、環境保

全に取り組んでいる。 

    

・他の補助事業や市単独事業により、公共下水道等の整備を進め（普及人口

約６ ，３００人の増加）、汚水処理人口普及率の向上を図る。 

 

６ 計画期間 

  平成２１年度～平成２５年度 

 

 

７ 目標の達成に係る評価に関する事項 

毎年度末に汚水処理人口普及率の調査を行う。また、目標達成の評価につい

ては施設整備状況のデータをもとに市関係部局による評価検討会議を開催し、

評価を行う。 
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８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

該当無し 
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